
■サウジアラビア：今後の原油需要の中心はアジアか 

2015年 11月 9日付録の報道によれば、サウジアラビアのヌアイミ（Ali al-Nuaimi）石油

鉱物資源大臣は国際エネルギーフォーラム（International Energy Forum）の席上、今後

数十年間にわたり、原油需要の大半をアジアが占めるという見解を示した。また、「今世紀

はアジア地域が世界経済の牽引役であり続けることに疑いはない」とも語っている。 

 


